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(1978/1991) は、看護師の技術習得には 10 年を要
し、キャリアステージを経験年数 10 年以下（初期）、
11 ～ 20 年（中期）、20 年以降（後期）と設定した。
国によって養成課程は異なるが、我が国における看
護師のキャリアに関する研究は主に 2000 年以降に




では、中堅を経験 5 年目から 20 年目頃と捉え方に幅
があった。上野ら（2002）は、36 ～ 40 歳の実践能
力が低いのは、子育ての時期や再就職というライフ
ステージを反映した結果としている。宮田ら（2005）

























安全 ｣｢ 安楽 ｣｢ 自律 ( 自立 )｣ をめざした意図的・直










































































果に基づき作成した項目の計 94 項目を用いて 3 ヶ所
の総合病院、介護老人保健施設・訪問看護ステーショ
ン各 1 ヶ所で看護師計 440 名を対象に予備調査を実
施し分析した結果、65 項目を本研究では用いた。
回 答 形 式： 各 質 問 項 目 の 実 践 頻 度 は「 私 は
････････ している ｣ という形式で、回答は最近の看
護実践を思い起こし、４件法（1: 全く実践していな
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は公立 2 施設、私立 15 施設であった。調査用紙は
2.832 名の研究協力者に配布し 1,432 名から返信が
あり、有効回答は 1,375 名（48.6％ ) であった。今
回の分析対象は基礎教育課程を考慮し看護師と助産
師の 1,297 名とした。性別は男性 49 名 (3.8％ )、女
性 1,246 名 (96.1％ )、不明 2 名 (0.1％ ) であった。
年齢は 21 ～ 61 歳で 23 ～ 26 歳が最も多く 33.8％
を占め、平均年齢 32.1 歳（SD ＝ 9.2）であった。看
護師の経験年数は 1 ～ 38 年の範囲で 1 ～ 4 年目が
最も多く 27.1％を占め、平均経験年数は 9.2 年（SD
＝ 8.8）、職種は看護師 1.256 名（97.％）、助産師
41 名 (3.0％ ) であった。
ドレイファス・モデルに基づき、対象者を経験１
年未満 ( 新人レベル )、経験２～３年目 ( 一人前レベ
ル )、経験４～５年目 ( 中堅レベル ) に分類した。さ
らに経験６年目以降をケアの実態が分かるように５
年毎に区分し、計９段階設定した。各経験年数区分
の対象者数は、１年目 111 名 (8.6%)、２～３年目
243 名 (18.7%)、４～５年目 189(14.6%)、６～９年
目 243 名 (18.7%)、10 ～ 14 年 目 221 名 (17.0%)、
15 ～ 19 年 目 130 名 (10.0%)、20 ～ 24 年 目 75 名
































② 25 ～ 29 年目群においては４～ 5 年目群から
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昇した項目も含め、患者に対する検査や治療につ
いての説明不足を回避する実践である。




















































































































































　第 1 段階から第 3 段階のキャリア
　　本研究では、対象の経験年数を 9 段階に区切っ































表 3 看護師のキャリアディベロップメント 5段階 









第３段階（15 年目～） ・治療や検査に関する自己決定を促す援助 
第４段階（20 年目～） ・患者の身体的反応や内面の反応への注視 
・在宅での生活に必要なサービスの紹介 
・定期的な健康診断・外来通院の必要性の説明 
第５段階（30 年目～） ・個別を尊重したその人らしい生活とその発展への援助 
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２) 後期キャリアの段階と最終的な看護実践目標
　　第 4 段階 (20 年目～ ) は、①患者の身体的反応
や内面の反応への注視、②在宅での生活に必要な
サービスの紹介、③定期的な健康診断・外来通院
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